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2.7 日本におけるさくらの開花・かえでの紅（黄）葉日の変動53 

○ さくらの開花日は早くなっている。 

○ かえでの紅（黄）葉日は遅くなっている。 

 

気象庁では、季節の遅れ進みや、気候の違いや変化など総合的な気象状況の推移を知ることを目

的に、植物の開花や紅（黄）葉などの生物季節観測を実施している。 

さくらの開花とかえでの紅（黄）葉54の観測対象地点（2023 年 1 月 1 日現在）を表 2.7-1 に、同

地点の観測結果を統計した開花日、紅（黄）葉日の経年変化を図 2.7-1 に示す。また、主な都市の

さくらの開花日の 2020 年平年値と 1990 年平年値との比較を表 2.7-2 に示す。 

この経年変化によると、1953 年以降、さくらの開花日は、10 年あたり 1.2 日の変化率で早くな

っている。また、かえでの紅（黄）葉日は、10 年あたり 3.0 日の変化率で遅くなっている（いずれ

の変化も信頼水準 99％で統計的に有意）。 

さくらの開花日が早まる傾向やかえでの紅（黄）葉日が遅くなる傾向は、これらの現象が発現す

る前の平均気温との相関が高いことから、これら経年変化の特徴の要因の一つとして長期的な気温

上昇の影響が考えられる。 

IPCC 第 6 次評価報告書第 1 作業部会報告書でも、数百年間の歴史的資料から、京都における桜

の満開日がここ数十年で早まっていること (Aono and Saito, 2010) など、植物の生育期間に関する

長期変化傾向が示されている。 

表 2.7-1 さくらの開花とかえでの紅（黄）葉の観測対象地点(2023年 1月 1日現在) 

観測項目 観測地点 

さくらの開花 

（58 観測地点） 

稚内、旭川、網走、札幌、帯広、釧路、室蘭、函館、青森、秋田、盛岡、山形、仙台、福島、新潟、 

金沢、富山、長野、宇都宮、福井、前橋、熊谷、水戸、岐阜、名古屋、甲府、銚子、津、静岡、東京、 

横浜、松江、鳥取、京都、彦根、下関、広島、岡山、神戸、大阪、和歌山、奈良、福岡、佐賀、大分、 

長崎、熊本、鹿児島、宮崎、松山、高松、高知、徳島、名瀬、石垣島、宮古島、那覇、南大東島 

かえでの紅（黄）葉 

（51 観測地点） 

旭川、札幌、帯広、釧路、室蘭、函館、青森、秋田、盛岡、山形、仙台、福島、新潟、金沢、富山、 

長野、宇都宮、福井、前橋、熊谷、水戸、岐阜、名古屋、甲府、銚子、津、静岡、東京、横浜、松江、 

鳥取、京都、彦根、下関、広島、岡山、神戸、大阪、和歌山、奈良、福岡、佐賀、大分、長崎、熊本、 

鹿児島、宮崎、松山、高松、高知、徳島 
 

 

  
図 2.7-1 さくらの開花日の経年変化（1953～2022年：左図）と、かえでの紅（黄）葉日の経年変化（同：右図） 

黒の実線は平年差（観測地点（表 2.3-1 参照）で現象を観測した日の平年値（1991～2020 年の平均値）からの差を

全国平均した値）を、青の実線は平年差の 5 年移動平均値を、赤の直線は変化傾向（トレンド）をそれぞれ示す。 

 

                                                   
53 気象庁ホームページでは、さくらをはじめとした生物季節観測の情報を公表している。 

https://www.data.jma.go.jp/sakura/data/ 
54 さくらの開花は「そめいよしの、えぞやまざくら、ひかんざくら」を対象に、かえでの紅（黄）葉は「いろはか

えで、やまもみじ、おおもみじ（以上紅葉）、いたやかえで（黄葉）」を対象に観測を行っている。 

https://www.data.jma.go.jp/sakura/data/
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表 2.7-2 主な都市におけるさくらの開花日の比較 

1990 年平年値（1961～1990 年）と 2020 年平年値（1991～2020 年）とを比較し、2020 年平年値から 1990 年平

年値を引いた日数の差を示す。 

 

  

1990年平年値

（1961-1990年）

2020年平年値

（1991-2020年）
差

1990年平年値

（1961-1990年）

2020年平年値

（1991-2020年）
差

釧　路 5月19日 5月16日 3日早い 大　阪 4月1日 3月27日 5日早い

札　幌 5月5日 5月1日 4日早い 広　島 3月31日 3月25日 6日早い

青　森 4月27日 4月22日 5日早い 高　松 3月31日 3月27日 4日早い

仙　台 4月14日 4月8日 6日早い 福　岡 3月28日 3月22日 6日早い

新　潟 4月13日 4月8日 5日早い 鹿児島 3月27日 3月26日 1日早い

東　京 3月29日 3月24日 5日早い 那　覇 1月16日 1月16日 なし

名古屋 3月30日 3月24日 6日早い 石垣島 1月15日 1月18日 3日遅い
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